平成１４年第Ⅱ四半期分　業種別の主な動向
　　　　　　　　　　　※　業種は寄与率（全体に与える影響）の大きい順に掲載
　　　　　　　　　　　※　ウエイトは10000分比で算出
＜生 産＞
上昇した主な業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期比(%)
前年同期 比(%)
寄与した主な品目

電気機械工業


 1157.6
190.0
18.6
33.8
集積回路、通信・電子部品など

化学工業


 1854.3
94.9
6.4
5.7
医薬品、その他化学製品など

金属製品工業


 2515.1
78.8
3.1
▲3.3
金属製建具など

低下した主な業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期比(%)
前年同期比(%)
寄与した主な品目

その他の工業


  490.8
72.0
▲1.0
▲11.9
その他製品工業など

繊維工業


  672.9
57.2
▲0.3
▲9.2
織物、化繊・紡績など

＜在 庫＞
低下した主な業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期末比(%)
前年同期末比(%)
寄与した主な品目

一般機械工業


  741.4
97.6
▲6.6
▲8.5
軸受、金属工作機械など

化学工業


 2149.1
113.8
▲1.9
▲5.8
医薬品原末・原液、プラスチック樹脂など

電気機械工業


  214.7
51.8
▲27.6
▲41.9
回転・静止電気機器など

上昇した業種
業　　　種
ウエイト
指数
前期末比(%)
前年同期末比(%)
寄与した主な品目

金属製品工業


 2536.4
70.4
3.4
▲2.9
金属製建具

鉄鋼業


  723.8
68.8
5.4
▲16.9
素製品（鋼半製品含）

食料品工業


  573.5
104.3
4.4
0.2
飲料、惣菜・すし・弁当

～～平成14年第Ⅱ四半期分～～
　　　　　　総合指数　　　　　　　　平成7年（1995年）＝１００、季節調整済

　14年Ⅱ期
前期（末）比(%)
前年同期（末）比（％）

生産指数
　　９６．３
    ８．１
      ３．４

在庫指数
　　９０．２
  ▲１．７
   ▲ ７．０

　注：数値は、小数点2位以下を四捨五入した形で表示してありますが、元の数値は2位以下の数

　　　があるため、計算したときに小数点1位で差異が出ることがあります。小数点２位以下の数値に

　　　　ついては、ＨＰ「とやま統計ワールド」で閲覧できます。
　生産指数（季節調整済指数）は96．3で、前期比8.1％増と平成12年Ⅳ期以来、6期ぶりの上昇となった。

  　これは、13業種中、繊維工業、その他の工業の2業種が低下したものの、電気機械工業、化学工業、金属製品工業など11業種が上昇したためである。

  業種別では、電気機械工業が集積回路の増により前期比18.6％増の190.0に、化学工業が医薬品の増により前期比6.4％増の94.9となった。また、金属製品工業が金属製建具の増により前期比3.1％増の78.8となった。

　一方、繊維工業は織物の減により前期比▲0.3％減の57.2となった。

　また、前年同期比（原指数）は3.4％増と平成12年Ⅳ期以来、6期ぶりの上昇となった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主な業種の内訳は次ページ参照）

　在庫指数（季節調整済指数）は90.2で、前期末に比べ▲1.7％減となった。

　これは、13業種中、金属製品工業、鉄鋼業など5業種が上昇したものの、一般機械工業、化学工業など8業種が低下したためである。
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全　　国

　　平成7年＝１００、季節調整済�

注：全国（確報）の生産指数は、富山県と同一の季節調整方法（Ｘ-11-

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ）で算出しています。
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　また、前年同期末比（原指数）は▲7.0％の低下となった。
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